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国
流
業
が
本
格
化

中
国
の
大
学
と
相
次
い
で
姉
妹
校
締
結

... 
東北福祉大学
学長萩野浩基
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本
学
が
中
国
の
主
要
大
学
と
相
次
い

で
姉
抹
校
締
結
の
調
印
を
行
っ
た
。
四

月

二
十
八
日
に
北
京
市
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
清
華
大
学
継
続
教
育
宇
院
と
、
六

月

二
日
に
は
本
学
学
長
室
で
東
北
師
範

大
学
と
学
術
・
文
化
の
交
流
協
定
を
取

り
交
わ
し
た
。
本
学
が
国
際
的
な
協
定

を
結
ぶ
の
は
ごO
O
一年
十

一月
の
韓

国
ソ
ウ
ル
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
「慈

善
幽
」
、
O
二
年
五
月、

同
所
の
翰
林
(
ハ

リ
ム
)
大
学
に
次
い
で三
、
四
例
目
に

な
る
。

清
華
大
学
と
の
調
印
式
に
は
本
学
か

ら
大
竹
築
総
務
局
長
、
阿
部
芳
久
教
授

ら
六
人
、
消
華
大
字
か
ら
は
常
務
副
校

長
の
何
組
坤
教
授
、
同
継
続
教
育
学
院

の
常
務
副
院
長
を
務
め
る
康
飛
字
教
授

ら
四
人
が
出
席
し
た
。

TFU ALUMNI BULLETIN (1) 

lt 
T OHOKU 
FUKUSHI 

UNIVERSITY 

い
」
と
強
調
し
た
。

※

い
ず
れ
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
制
で

交
流
事
業
の
推
進
を
図
る

学
術
交
疏

研
修
・
人
材
養
成

学
生
・

職
員
等
交
流

ス
ポ
ー

ツ
・

芸
術
・
文
化
交
流

そ
の
他

学
術
交
流

研
修
・

人
材
養
成

学
生
・
職
員
等
交
流

ス
ポ
ツ

・

芸
術
・

文
化
交
疏

そ
の
他

学
術
交
流

研
修
・

人
材
養
成

学
生
・

職
員
等
交
流

ス
ポ
ー
ツ

・

芸
術
・

文
化
交
流

そ
の
他

。東北師範大学(英語名=Northeast Normal University of China) 
1946 年 2 月創立。 教員養成を主にした総合大学。 21 学科に学生数は約
2万 1 千人a 国際交流が活発で、 80 カ固と提帯。 日本からの留学生は約
30 入。所在地は吉林省長春市人民大街 138。 一一

国際交流センター運営委員会

国際交流センタ一組織図 (地域別)

国
際
棄
の
活
発
化
と
い
う
時
代
の
潮
流
の
中
で
、
本
学
の
取
り
組
み
も
よ
り
本
格
化
し
て
い
る

。

従
来
か

ら
あ
る
学
内
組
織
「
言
語
・
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
包
掃
し
た
形
で
、
今
年
度
四
月
か
ら
「
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
」
(
セ
ン
タ
ー
長
・
萩
野
浩
基
学
長
)
を
立
ち
上
げ
た

。

世
界
を
「
ヨ
ー
ロッ
パ
・
ア
フ
リ
カ
」
、
「
ア
ジ
ア

・

オ
セ
ア
ニ
ア
」、
「
ア
メ
リ
カ
」
の
三
大
地
域
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事
業
部
門
を
設
置

。
設
立
の
目
的
は「
国

際
平
和
の
維
持
・
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
に
あ
る

。

今
春
に
入
っ
て
中
国
の
清
華
大
学
と
東
北
師
範
大
学
の

両
校
と
の
姉
妹
校
締
結
を
は
じ
め
と
し
、
米
国
、
ス
口
ヴ
ェ
ニ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
韓
国
、
台
湾
、
ベ
ト

ナ

ム
な
ど
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
交
流
の
輸
を
広
げ
て
い
る

。

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
た
め
、
学
内
に「
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た

。

協
定
の
目
的
は
「
両
校
の
相
互
理
解

と
友
好
関
係
を
深
め
、
社
会
福
祉
に

関
す
る
日
本
と
中
国
間
四
国
際

協
力
を

一回
推
進
す
る
た

め
」。
主
な
内
容
は

①
情
報
・

刊
行
物
の
交
換

②
福
祉
分
野
の
共
同
研
究

③
教
育
・
研究
及
び
研
修

の
た
め
の
学
部
学
生
、
大

学
院
生
、
教
職
員
の
交
流

な
ど
。

萩野学長と周印書を交わす史校長(右から 2 人目)

事務局

8

・
2

東
北
師
範
大

れ
、
本
学
か
ら
渡
辺
信
英
学
部
長
、
松
江

克
彦
教
務
部
長
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
の
雪
江
美
久
教
授
(
九

O
年
、
東
北
師
純
大
学
か
ら
客
員
教
授

の
称
号
を
授
与
)
、
同
・
阿
部
方
久
教
授

ら
約
二
十
人
が
出
席
。
初
め
に
史
校
長

か
ら
大
学
の
沿
革
、
中
国
の
現
状
が
紹

介
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
日
本
同
様
に
高

齢
者
問
題
、
社
会
保
障
、
年
金
問
題
が
社

会
的
繰
越
に
なっ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
「
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。
束
北
福
祉
大
学
が
深

一方
、
一
九
八O
年
に
仙
台
市
と
国

際
姉
妹・
友
好
都
市
関
係
を
結
ん
だ
長

春
市
に
あ
る
東
北
師
範
大
学

一行
も
五

月
三
十
一
日
に
来
仙
し
た
。
史
寧
中
校

長
、
暢
忠
副
校
長
、
越
俊
峰

・
国
際
合
作

交
流
所
所
長
、
安
誠
鶴
・
同
副
所
長
の
四

人
。
早
速
、
学
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「風
土
」

で
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
、
両

校
の
顔
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。

翌
日
に
第

一
回
宇
術
交
流
が
聞
か

ト
リ
プ
ル

恒
勝
由
報
告
を
す
る
大
竹
暗
部
長

野球部、ゴルフ部が全国制覇
合同祝勝会に 1000 人集結

く
研
究
し
て
い
る
よ
う
に
、
我
々
も
学

び
た
い
」
と
三
十
分
に
わ
た
る
話
を
結

ん
だ
。

こ
れ
に
対
し
、
渡
辺
学
部
長
が
「建
学

の
精
神
砂
行
学
一
如
。
が
一
ホ
す
よ
う
に
本

学
に
は
福
祉
の
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
今
後
の
日
本
は
痴
呆
症
高
齢
者
の
増

加
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
実
践

部
門
を
税
極
的
に
行
う
こ
と
で
国
や
社

会
に
貢
献
し
て
い
る
」
と
ア
ピ

ー
ル
し
F』
。

続
い
て
阿
部
芳
久
教
授
が
「
日
本
に

お
け
る
社
会
福
祉
の
現
状
」
を
説
明
。
そ

の
後
の
質
疑
応
答
で
は
双
方
か
ら
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

最
終
日
の
六
月一一
白
に
萩
野
浩
基
学

長
、
渡
辺
学
部
長

、

大
竹
局
長
ら
が
出
席

し
て
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。
萩
野
学
長

は

「本
学
は
福
祉
の
最
先
端
を
走
っ
て

い
る
。
両
校
の
提
携
が
実
り

多
い
も
の

に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る」と
語
り
、

史
校
長
と
が
っ
ち
り
握
手
を
交
わ
し
た
。

協
定
出
の
内
容
は
①
学
生

、

教
員
及

び
職
只
の
交
流
②
学
術
資
料
、
刊
行
物

及
び
情
報
の
交
換
③
共
同
研
究
及
び
研

究
集
会
の
実
施
な
ど
。

福大い的台関六学
祉竹てな市係月のこ
の局協プ内者六動れ

0;宵撃大学(英語名 =Tsi昭hua Unive四ity ) 1911 年 2 月創立。理工 笑長議ロの三日きを
系の総合大学。 北京大学と並品、名門大学。建築工学、水利工学、 機械工 践はしジホ 人に も受
学など 12 学科に杏種の研究所、工場を所有。 学生数は約 2万 2 千人。 日 分 「 たエテがは早け
本からの留学生は約 90 人。落ち着いて学習ができるとの評価が高い。野本 。クノレ来向かて

を学出トで日大つ拝者
所在地は北京市嵩淀区，膏撃図。 世で席に具 。学た華

界培しつ体 仙 の。大
bこオフアZ
手E オl
倍
し
犬と

魯
迅
か
ら
百
周
年

今
年
は
近
代
中
国
の
文
京
・
魯
迅
が

旧
仙
台
医
学
専
門
学
校
(
現
東
北
大
学

医
学
部
)
に
留
学
し
て
百
周
年
と
な
る

記
念
の
年
。
本
学
と
消
華
大
学
、
東
北
師

六
月
の
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会
で

十
三
年
よ
り一
一
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た

硬
式
野
球
部
と
、
全日
本
大
学
対
抗
戦

で
六
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
ゴ
ル
フ
部

男
子
と
三
度
目

の
同
女
子
。
同
大
会
で

男
女
と
も
に三
連
加
を
達
成
し
た
。

本
学
で
は
同
一
時
期
のHト
リ
プ
ル

日
本
一。
を
記
念
し
、
七
月
十
日
夕
、
仙

台
市
内
の
仙
台
国
際
ホ
テ
ル
で
「
合
同

祝
勝
会
」
を
開
催
し
た
。
両
部
の
関
係
者

や
地
元
政
・

財
界
を
は
じ
め
全
国
か
ら

約
千
人
が
駆
け
付
け
、
硬
式
野
球
部

、

ゴ

ル
フ
部
の
偉
業
を
た
た
え
た
。

萩
野
浩
基
学
長
、
部
長
を
務
め
る
大

竹
築
総
務
局
長
が
あ
い
さ
っ
し
た
。

締
め
は
佐
藤
宗
幸
客
員
教
授
の
リ
ー

ド
に
よ
り
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
た
。

(3
面
に
関
連
記
事)

範
大
学
と
の
交
流
が
日
中
両
国
の
発
展

に
少
な
か
ら
ず
寄
与
す
る
こ
と
は
間
違

し
な
し
。

推
薦
に
子
弟
枠
導
入

卒
業
生
の
皆
さ
ま
へ
の
お

知
ら
せ
。
来
年
度
入
試
の
特

別
選
抜
枠
に
新
た
に
推
薦
C

方
式
が
導
入
さ
れ
た
(
2面

「入
試
情
報」参
照
)
。
出
願

資
格
の
一
つ
に
本
学
同
窓
生

の
子
弟
や
在
学
生
の
兄
弟-

L

姉
株
主
つ
受
験
生
が
対
象

と
、
明
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
父
親
、

母
親
、
兄
・
姉
、
祖
父
、
祖
母
の
誰
か
が

本
学
の
卒
業
生
で
あ
れ
ば
卒
業
証
明

由
、
兄
弟・姉
妹
が
在
学
し
て
い
れ
ば
在

学
証
明
容
を
出
願
冊
目
類
に
添
え
て
い
た

だ
く
形
戸
、v
こ
れ
ま
で
は
卒
業
生
の

子
弟
で
あ
っ
て
も
明
確
な
推
粥
基
準
が

な
か
っ
た
。
ま
た

、

卒
業
生
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
丁
寧
に
入

試
の
ポ
イ
ント
を
説
明
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
か
ね
が
ね
大
学

に
は
今
日
の
基
礎
を
築
い
た
卒
業
生
を

大
事
に
し
よ
う

、

と
の
思
い
が
あ
っ
た
。

そ
の
思
い
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
わ
け

だ
。-
vた
だ
、C
方
式
に
は
子
弟
等
の
ほ

か
に
社
会
福
祉
分
野
か
ら
推
薦
さ
れ
た

受
験
生
も
資
格
者
に
含
ま
れ
る
。
い
ず

れ
も
出
身
高
等
学
校
長
の
推
薦
状
と
出

身
高
等
学
校
の
評
定
平
均
値
が3
・
5

以
上
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
無
品

件
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
V
五
月
か

ら
七
月
に
か
け
て、

高
校
生
や
父
兄
、
先

生
を
対
象
に
し
た
進
学
相
談
会
が
東
北

六
県
を
中
心
に
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
。
会
場
で
初
め
て
推
撚
C
方
式
を

知
っ
て
驚
く
人
、
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て

い
て、

詳
し
い
説
明
を
求
め
に
来
る
人

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
者
反応
が
あ
る
。'
vそ

ん
な
時
、
思
う
こ
と
は
杢
芸
卒
業
生

や
在
学
生
か
ら
ど
ん
な
評
価
を
さ
れ
て

い
る
か
だ
。
実
際
に
卒
業
し
た
お
兄
さ

ん
か
ら
勧
め
ら
れ
た
、
な
ど
の
話
を
聞

く
と
紫
直
に
う
れ
し
く
な
る
。
こ
の
推

粥
C
方
式
は
本
学
が
ど
う
見
ら
れ
て
い

る
か
の
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
卒
業
生
や
在
学
生
が
胸
を

張
っ
て
勧
め
ら
れ
る
大
学
で
あ
り
続
廿

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
(
国
見
太
郎
)
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固
鴎
寝
泊
君
勾
怯

凸
似
診
お
銭
安
砂
③

東
北
福
祉
大
学
は
一
八
七
五
年
(明
治
八
年)
に
曹
洞
宗
専
門
支
校
と
し
て健
生
し

た
。
幾
多
の
変
遷
を
霊
ね
一九
五
八
年(昭
和
三
十
三
年
)
に
短
期
大
学
に
な
り

、

六

二
年
(同
三
十
七
年)
に
四
年
制
大
学
に
昇
格
、
社
会
福
祉
学
部
芸
福
祉
学
科
を
設

け
た
。

短
大
時
代
から
数
、へ
今
固
ま
で
卒
業
生
の
数
は
約
二
万
九
千
人
に
遣
す
る

。

さ
て
、
二
十
一
世
紀
に
入
り
、
大
学
の
時
々
を
振

り

返
る
シ
リ
ー

ズ
も
第
8

回
に
な

る
。

今
回
は
本
学
の
国
際
交
流
元
年
と
も
い
え
る

一
九八
O
年
(昭
和
五
十
五
年)
。こ

の
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
現
地
調
査
の

派
遣
が
行
わ
れ
た。

そ
の
後
、
活動
は
東
南
ア

ジ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
と
広
が

り

、
今
年
三
月
の
ベト
ナ
ム
人
教
師
二
人
の
招
待

に
ま
で
発
展し
た
。

地
道
な
活
動
か
実
を
結
ぶ

(第 8 号)

W
洞
宗
の
宗
門
大
学
で
あ
る
本
学
は

一
九
八O
年
二
月
、
難
民
救
済
を
目的

と
し
た
「
切
澗
宗
東
南
ア
ジ
ア
雌
民
救

済
会
総」
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
大

竹

祭
先
生
(
現
総
務
局
長
)
を
タ
イ
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
地
に
調
査
、
慰

問
の
た
め
派
逃
し
た
。
七
五
年
に
終
結

し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
降
、
タ
イ
国
境

周
辺
は
イ
ン
ド
シ
ナ
(
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ

ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
)
か
ら
の
難
民
で
あ
ふ

れ
か
え
っ
た
。
大
竹
先
生
は
現
地
の
様

子
を
「
そ
の
光
況
は
さ
な
が
ら
、
生
き
地

獄
で
あ
る
」
と
「
大
学
通
信
第
三
巻
」
に

つ
づ
っ
て
い
る
。

TFU ALU恥1N I BU LLETlN 

約
一
カ
月
後
に
四
年
生
の
田
上
認
挺

さ
ん
(
本
学
助
教
授
、
故
人
)
と
革
難
し

た
ば
か
り
の
赤
塚
俊
治
さ
ん
(
現
助
教

綬
)
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
同

地
に
赴
い
た
。
難
民
の
自
立
の
た
め
教

科
巾
世
づ
く
り
の
印
刷
を
手
伝
う
も
の

で
、
日
中
の
気
温
が
三
十
八
度
と
い
う

炎
間
世
の
中
で
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
作
業

を
続
け
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
渡
辺
信
英
先
生

(
現
学
部
長
)
を
団
長
に
し
た
「
東
南
ア

ジ
ア
福
祉
研
修
の
旅
」
が
、
社
会
福
祉
施

政
視
察
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
の

こ
ろ
が
、
ま
さ
に
本
学
が
内
か
ら
外
に

目
を
向
け
出
し
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の

後
も
活
動
は
地
道
に
続
い
た
。

八
二
年
五
月
、
本
学
で
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
る
谷
勝
英

先
生
(
教
授
、
故
人
)
が
社
会
学
特
別
総

磁
で
「
難
民
と
い
き
る
」
を
テ

I

マ
に
カ

も
み0
・
すe
・3
守
e

・g
・-
A
4
1
す
4
・

r・
・
す
・
?

争

三
月
に
ベ
ト
ナ
ム
人
教
師
二
人
を
招

4
待
す
る
に
は
府
余
曲
折
が
あ
っ
た
。
予

【

定
さ
れ
て
い
た
話
が
急
き
ょ
取
り
や
め

に
な
っ
た
た
め
だ
。
日
本
人
の
気
質
に

近
い
ベ
ト
ナ
ム
人
に
一
度
招
待
を
約
束

し
た
か
ら
に

k
E
・

E
・
-

は
何
が
な
ん

垂
Z
E
Z
E
H

で
も
操
た
さ
な
貯
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
緯
か
ら
、
個

人
の
臼
担
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

赤
塚
先
生
が
卒
扱
生
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
教
師
の
招
待
は
も
と
よ
り
、
ヘ
ポ

‘
:
す
・
?
・
・
‘

の
ン
ポ
ジ
ア
難
民
の
突
怖
を
報
告
し
た
。

八
八
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
縦
民
の
フ
ァ

ム
・
テ
ィ
・
タ
ン
・

ト
ゥ
イ
さ
ん
が
福
祉

心
理
学
科
に
入
学
。
四
年
時
に
十

一年

よ
り
に
故
国
ベ
ト
ナ
ム
に
一
時
帰
国
し

た
こ
と
は
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
。

九
O
年
に
は
故
国
を
離
れ
て
学
ぶ
留

学
生
を
元
気
づ
け
よ
う
と
の
趣
旨
で

「
留
学
生
歓
迎
会
」
が
他
さ
れ
、
文
化
系

団
体
の
ポl
グ
レ
ス
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
を

中
心
に
敬
服
品
、
学
生
が
激
励
し
た

。

そ
の
後
も
谷
、
回
上
、
赤
塚
先
生
ら
を

中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ

の
学
生
が
ベト
ナ
ム
の
児
泣
稲
祉
施
設

へ
、O
一
年
聴
覚
障
害
児
の
た
め
の
「
ヘ

ボ
ン
陣
容
児
施
設
」
紡
問
、

O
三
年
ベ
ト

ナ
ム
南
東
部
の
「
ラ
ジ
・

フ
庁
小
字

校
」
の
校
庭
作
り
な
ど
。

こ
れ
ら
ポl
ダ
レ
ス
・

ソ
ザ
エ
テ
ィ

を
中
心
に
し
た
一
迎
の
活
動
に
参
加
し

た
学
生
の
数
は
約
百
五
十
人
に
よ
る
。

そ
ん
な
つ
な
が
り
か
ら
社
会
主
義
国
ベ

ト

ナ
ム
で
は
本
学
だ
け
が
唯
一
、
学
校

で
の
宿
泊
を
許
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ

た
。
今
年
三
月
、
ベ
ト
ナ
ム
人
教
師
二

人

が
来
仙
す
る
際
に
か
か
る
費
用
を
賄
う

た
め
卒
業
生
に
カ
ン
パ
を
募
っ
た
と
こ

ろ
五
十
万
円
強
が
集
ま
っ
た
話
も
あ
る
。

曹
洞
宗
の
寺
院
で
は
江
戸
時
代
以
前

か
ら
子
ど
も
や
生
活
困
邸
者
へ
の
援
助

が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
本
学
に
は
先

述
の
思
い
が
い
ま
だ
に
生
き
て
い
る
。

でん囲を叩止の一~
一

ア

b

ジ
い
ポ
プ
仙

ン
ン
来

カ

ャ

月

の
キ
3

時
民
年

当
難
今

②
⑦
 

今春ベトナムか ら 2 人の教師来日

i
A
+
;
i
 

ン
障
害
児
施
設
へ
の
援
助
を
継
続
す
る

こ
と
が
大
事
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
東
北

福
祉
大
学
ベ
ト
ナ
ム
レ
イ
ン
ボ
ー
会
」

が
発
足
。
同
国
の
ワー
ク
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
た
革
誕
生
に
カ
ン
パ
を
捗
っ
た

方
と
こ
ろ
、
一
ニ
+
八
人
か
ら
寄
付
が
送
ら

れ
て
き
た
。
そ
の
傾
五
十
万
六
千
円
。
会

で
は
寄
付
し
て
く
れ
た
方
へ
お
礼
状
を

出
し
た
い
の
だ
が
、
住
所
不
明
の
方
が

多
く
「
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
住

の

住

所

所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
は
会
か
ら
の

お
願
い
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
田
上

吋
い
子
(
故
田
上
先
生
の
奥
さ
ん
)
H

東
北
福
祉
大
学
教
務
部
勤
務
リ
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
は

干
9
8
9
1

4

3

1

2
7

仙
台
市
背
誕
区
愛
子
東
凶

ノ
一
九
ノ
二
、
屯
筒02
2
(
3
9
2
)

4
5
5
7
(自
宅
)
で
す
。
大
字
は
0
2

2
(
71
7

)
3
31
5

{教
務
部
直
通
)

で
す
。

ガー

不
明
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世界各地で交流推進

自
立
の
園
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
民
族
楽
目
指

「
カ
ン
テレ
」
を
聴
く

イ
ベ
ン
ト
が
本
学
音

楽
堂
・
け
や
き
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

本
学
が
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
と
友
好
を
深
め
る

た
め
に
企
画
し
た
も

の
で
「
フ
ィ
ン
・
カ
ン
テ
レ
1

ッ

・

コ
ン

サ
ー
ト
」
と
銘
打
た
れ
た
。

六
月
三
十
日
午
前
中
、
新
入
生
を
対

象
に
し
た
感
性
を
磨
く
授
業
「
人
間
基

礎
論
」
で
第一部
が
行
わ
れ
、
ホ
ー
ル
は

学
生
で
あ
ふ
れ
た
。

約
四
十
本
の
弦
が
張
ら
れ
て
い
る
カ

ン
テ
レ
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
乗
せ
て
、

指
で
仰
い
て
演
奏
す
る
。
日
本
の
琴
に

近
く
、
管
色
は
繊
細
で
透
明
感
が
あ
る
。

演
奏
者
は
カ
ン
テ
レ
八
台
に
フ
ル
ー

ト
、
バ
イ
オ
リン
を

加
え
た
十
人
編
時

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
古
山
や
同
国
の
著
名

な
作
曲
家
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
曲
な
ど
十
二

曲
を
敏
露
。
フ
ル
ー
ト
の
独
奏
や
独
問
、

手
拍
子
、
足
踏
み
、
掛
け
声
を
織
り
交
ぜ

フィンラ ンドの民族楽器

カ ンテレー ッ・ コ ンサート

に
応
じ
て
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
国
立
リ
ュ

プ
リ
ャ
ナ
大
学
と
は
九
七
年
か
ら
交

換
両
学
を
始
め
て
い
る
が
、
同
校
の
学

生
た
ち
は
学
生
同
士
の
交
流
や
ホ
ー

ム

ス
テ
イ
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
や
習
仰
な
ど
を
学

ん
で
い
る
。
こ
れ
まで
本
学

か
ら
二
十
六
人
、
ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
か
ら
三
十
一
人
の
学
生

た
ち
が
交
流
体
験
を
し
て
い

る
。な

お
、

昨
年
十
月
、
本
学
で

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
福
祉
セ
ミ

ナ
ー
ー
n

仙
台
」
が
附
悩
さ

れ
、
本
年
十
月
に
は
仙
台
市

内
に

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
健
康

抑
制
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
予

定
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
巡
留
に
も
本
学

の
関
連
法
人・
東
北
桐
祉
会
が
、
あ
た
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

乙
の
ほ
か
提
仙
出
品
開
係
を
結
ぶ
純
国
の

紛
林
大
学
や
ナ
ザ
レ
困
、
台
湾
の
束
呉

大
学
と
の
交
流
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

る
な
ど
、
趣
向
た
っ
ぷ
り
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
日
本
の
「
さ
く
ら
」
を

演
奏
。
カ
ン
タ
レ
の
澄
ん
だ
音
色
に
日

本
値
目
の
歌
山
が
加
わ
り
、
聴
衆
を
哲
ば

せ
た
。
社
会
初
制
学
科
の
岩
崎
七
恵
さ

ん
は
「
カ
ン
タ
レ
の
青
色
が
す
ご
く
き

れ
い
だ
っ
た
」
と
地
憶
し
た
様
子
。

タ
に
は
一
般
の
部
が
行
わ
れ
、
大
勢

の
聴
衆
が
そ
の
音
色
に
酔
い
し
れ
た
。

泌
奏
後
は
レ
ス
ト
ラ
ン
「
風
土
」
で
懇
親

会
が
聞
か
れ
、
出
奏
者
の
労
を
ね
ぎ

ら
つ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
が
よ
り
親
し
み
ゃ
す
く
、
身
近
な
存

在
に
な
っ
た
。

20 日個11 仙台 *司~'1l :7]，'(t...
開盗事・育会館、核国民図予 l

l 平成げ年
.畿、山僧由実ピ'，'仙・ l

月 21 日 0011 岨四回同プ押':'i 1 2 月初日出
住宅"ー骨.

平成 1"手
3 月 18 日制仙台 (本学) のみ

開催 日

8 月 8 日

8 月 22 日

9 月初 日

10 月 24 日

11 月 14 日

12 月 23 日

いずれも

本学で

10 時開始

キ
ャ
ン

パ
ス
見

学
会

."".."n. |問 問入
大 ぃ 通通 い 総 試

吉 信信 吉 合 重
出 せ 制軸 せ 福 室
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'し、
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i 雲 ii

総
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福
祉
学
研
究
科
(
博
士
・

修
士
線
程
)
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13 年ぶり 2 度目

第
五
十
三
回
全
日

本
大
学
野
球
選
手
権

大
会
は
六
月
十
六
日
、

東
京
・

神
宮
球
場
で

決
勝
戦
が
行
わ
れ
、

三
十
二
年
連
続
ご
十

二
度
目
の
出
場
を
果

た
し
た
本
学
(
仙
台

六
大
学
)
が
、
三
年
よ

り
八
度
目
出
場
の
日

本
大
学
(
京
都
大
学
)

を
3
1

で
下
し
、

全
国
初
連
盟、

3
6

7

大
学
の
頂
点
に

立
っ
た
。
な
お
、
最
高

殊
勲
選
手
と
最
俊
秀

投
手
に
は
本
学
の
福

田
聡
志
投
手
(三年
)

が
選
ば
れ
た
。

TFU ALUMNI BULLETlN 

硬式野球部h
v堂
々
た
る
日
本
一
寸

ゴ
ル
フ
部

男
女
V
3

第
叫
回
全
国
大
学
ゴ
ル
フ
対
抗
戦
と

第
幻
回
全
国
女
子
大
学
ゴ
ル
フ
対
抗
戦

が
六
月
十
六
、
十
七
の
両
日
、
北
海
道
・

樽
前
カ
ン
ト
リ
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ

た
。
本
学
男
子
は
六
度
目
、
女
子
は
三
度

自
の
優
勝
を
い
ず
れ
も三
年
連
続
で

飾
っ
た
。

一男
子
}初
日
は
1

打
差
も
終
わ
っ
て

み
れ
ば2
位
に
計四
打
差
の
圧
勝
。
梶

井
亮
介
コ
ー
チ
は「皆
が
頑
張
っ
た
」
と

チ
ー
ム
カ
を
勝
因
に
挙
げ
た
。

(3) 

強
豪
次
々
撃
破

山
路
哲
生
雌
督
の
体
が
澄
み
切
っ
た

背
空
に
二
度
、三
度
と
舞
っ
た
。一九
九

一
年
(
平
成
三
年
)
以
来
、
十
三
年
よ
り

二
度
目
の
日
本
一
だ
っ
た
。

前
年
度
ベ
ス
ト4
の
本
学
は一
一
回
戦

か
ら
登
喝
初
戦
の
大
阪
産
業
大
は
七

回
コ
ー
ル
ド
で
退
け
た
。
準
々
決
勝
は

こ
れ
ま
で
春
秋
の
対
戦
で
分
が
惑
い

(
春2
敗
、
秋1
勝
5

敗
、
通
算1
勝
7

敗、

勝
率0
・
1

2
5
)束
海
大
が
相
手
。

し
か
し
、
選手
は
積
極
的
な
プ
レ
ー

を

展
開
。
松
崎
福
田
の
継
投
で
完
封
勝
ち

し
た
。

準
決
勝
で
は二
回
戦
で
完
全
試
合
を

達
成
し
た
プ
ロ
注
目
の一場
投
手
を
擁

す
る
明
治
大
と
対
戦
。
二
回
に
背
山
の

左
前
適
時
打
で
先
制
、
守
っ
て
も
四
人

の
投
手
リ
レ
ー
で
反
撃
を
か
わ
し

た
。

決
勝
の
日
本
大
は1M
回
の
左
腕・

那
須
野
投
手
が
待
ち
構
え
た
。
東
都

リ
l

グ
を
十
戦全
勝
し
た
強
豪
。
初
回

に
根
元
が
鮮
や
か
に
中
前
打
す
る
と
、

末
木
犠
打
失
、
暴
投
、
塩

川
四
球
で
無
死

満
地
目
黒
の
二
塁
内
野
安
打
で1
点
、

続
く
背
山
が
那
須
野
投
手
の
グ
ラ
プ
を

弾
く
中
前
打
で2
点
を
追
加
し
た
。

三
固
に1
点
を
か
え
さ
れ
た
が

、

小

原
が
五
回
三
分
の
二
、
六
回一
死
か
ら

h
F高
々
と
宙
に
舞
う
塩
川
主
将

[女
子
}男
子
以
ょ
に
強
かっ
た
の
が

女
子
。
初
日
だ
け
で
2

位
に8
打
差
、
最

終
日
は
日
打
差
の
計
勾
打
差
を
つ
廿
、

文
句
な
し
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

「チーム一丸の優勝」醤
トリ で 5人出場。上位 4 人のトータルスコアで順位

登
板
し
た
稲
田
が
三
国
三
分
の
一
を
無

安
打
に
抑
え
る
投
球
で
逃
げ
切

っ
た
。

容
の
リ
ー
グ
戦
で
東
北
学
院
大
、
仙

台
大
に
よ
も
や
の一敗
。
あ
と一
つ
で

連
続
出
場
記
録
が
途
切
れ
る
瀬
戸
際

だ
っ
た
。言
わ
ば
、
が
廿
つ
』
ち
か
ら
は

い
上
が
っ
て
つ
か
ん
だ
出
場
権
。
山
路

監
督
の
「チ
l

ム
一
丸
と
な
っ
て
の
優

勝
だ
。
こ
こ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
周
囲

の
人
や
選
手
に
感
謝
し
た
い」
の
こ
と

ば
に
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
た
。

阪
神
、
首
都
、
東
京
六
大
学
、
東
部
と

レ
ベ
ル
が
高
い
と
言
わ
れ
る
連
盟
代
表

を
こ
と
ご
と
く
粉
砕
し
て
の
日
本一。

文
句
な
し
、
堂
々
た
る
健
勝
で
あ
っ
た
。

「

川
氏
市
の
勧
跡一
一
一
一

マ
2

回
戦

大
阪
産
業
大
学
(
阪
神
)

Q
U
一
ハ
り

1

一
7

東
北
福
祉
大
学
(
仙
台
六
大
学
)

(
7回
コ
ー

ル
ド
)

0
0
0
 A
U
nυ
A
り

。
υ
AU
n
v

A
U
A
υn
u
 

マ
準
々
決
勝

東
海
大
学
(
首
都
)

0

0
0

一
0

0
0

×

一
4

束
北
福
祉
大
学
(
仙
台
六
大
学
)

マ
準
決
勝

東
北
福
祉
大
学
(
仙
台
六
大
学
)

O
VA
υ
n
v
 

。
U
A
V
A
U

0
0
1
 1
2
0
 

0
3
1
 
0
0
1
 

0
1
2
 
ハ
u
n
u
n
υ

明
治
大
学
(
東
京
六
大
学
)

守
決
勝

日
本
大
学
(
京
都
)

0
0
1
 

ハ
υ
n
υ
n
u
一
?
ム

0
0

×

一
3

東
北
福
祉
大
学
(
仙
台
六
大
学
)

都
進
著
し
い
同

陸
上
部

部
に
新
星
が
現
れ

た
。
六
月
の
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

(
マ
レー
シ
ア
)一万
M
競
歩
で3
位
に

入
っ
た
陸
上
部

一年
の
鈴
木
澄子
さ
ん

が
七
月
十
二
日

、

イ
タ
リ
ア
に
向
け
出

発
。
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で
見
事

6

位
の
入
口
を
飾
っ
た
。

A
V
Aリ
ハ
リ

q
u
nU
ハ
U

n
u
n
U
ハ
υ

世界ジュニア 6曲の軸木さん

社
福
士

精
保
士

一月
二
十
五
日
に
実
施
さ
れ
た
第十

六
回
社
会
福
祉
士
と
同
二
十
凶

、

二
十

五
の
両
日
に
行
わ
れ
た
第
六
回
精
神
保

健
福
祉
士
の
両
国
家
試
験
の
合
格
者
が

三
月
三
十

一日
、

(
財
)
社
会
福
祉
振

興
・

試
験
セ
ン
タ
ー
の
ホ1
ム
ペ
ー
ジ

よ
で
発
表
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
は
社
会

福
祉
士
に
百
六
十一
人
が
現
役
受
験

し
、
百
人
が
合
格
、
こ
れ
で
六
年
連
続
の

百
人
台
と
な
っ
た
。
合
格
率
は
m
u--
%

で
全
国
平
均
を
お
・6
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
た
。
過
年
度
卒
業
生
は
五
十
一
人

が
合
格
し、

合
計
で
百
五
十

一
人
と

な
っ
た
。一方
、
精
神
保
健
福
祉
土
に
は

二
十
三
人
が
現
役
受
験
し
、
十
八
人
が

合
情
合
格
率
は
沌・
3
%
で
全
国
平
均

よ
り

M
・
7

ポ
イ
ン
ト
高
か
っ
た
。
卒
業

生
四
人
を
合
わ
せ
る
と二十
三
人
が
合

格
し
た
。

両
国
家
試
験

本daE
E
 

骨
嗣
閉
嗣
嗣
剛
喧

第
日
回
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

(6
月
四1
日
日
、
マ
レーシ
ア
・
イ
プl
市
)

マ
女
子
一
万M
競
歩

鈴
木
澄
子
二
年
)
的
分
口
秒
∞3
位

第
η
回
日
本
学
生
対
校
選
手
権
大
会

(
7月
4

目
、
国
立
競
技
場
)

マ
女
子
一
万M
競
歩

鈴
木
澄
子

相
分
お
秒
剖
3

位

守

男
子
三
千
肝
障
害

阿
部
芳
規
(二年
)
8分
叫
秒
田

守

同
二
百
口

伊
達
孝
浩
(二
年
)
幻
秒
日

=ー同
.6. 
-:z:;;: 

3 
位

5 
位

全
日
本
チて

6 jft, 
5 書 面
Eミ産 ド

室長
重

マ
決
勝

東
北
福
祉
大
天
理
大

器
前
年4
位
か
ら
初
の
決
勝
進
内
惜

敗
も
確
か
な
手
応
え
ぞ
っ
か
ん
だ
。

倫
闘
嗣
副

東
北
学
生
選
手
権

(
6月
ロ
、
日
目
、
原
町SC
)

マ
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
準
決
勝

茂
垣

1

3

高
木
和

(
東
北
福
祉
大
)
(
青
森
大
)

守
男
子
ダ
ブ
ル
ス
単
決
勝

2 

3 

3

年
ぶ
り

復
活平

成
十
六
年
度
の
人
間
基
礎
論
「泉

ケ
岳
(
棋
日一、

一七
一
一
日
己
資山
」
が

五
月

二
十
六
日
、
催
さ
れ
た
。
本
学
で
は

三
年
前
ま
で
こ
こ
で登山
を
実
施
し
て

い
た
が
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
、
人
間
関

係
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
効
果
が
見
直

さ
れ
て
、
復
活
し
た
。
今
年
度
か
ら
採
用

さ
れ
た
主
担
任
に
間
担
任
が
付
く
ク
ラ

ス
編
成
で
の
初
開
催
で
あ
り
、
新
入
生

と
編
入
生、

特
科
生
ら
合
わ
せ
て
約
千

百
人
が
頂
上
を
目
指
し
た
。

泉
ケ
岳
登
山

各

部

成

績

の

伊
藤
・

山
崎
坂
本

・

森
田

(
東
北
福
祉
大
)
(
背
森
大
)

マ
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝

宮

川

3
|
l

林

(
東
北
福
祉
大
)
(
東北
学
院
大
)

マ
女
子
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

赤
川
・
宮
川
3
1
2

玉
木
・
渡
辺

(
束
北
福
祉
大
)
(
東
北
福
祉
大
)

間
風
"

第
幻
回
東
日
本
大
学
選
手
権

(
7月
4

日
東
京
体
育
館
)

ー

守
決
勝

東
北
福
祉
大
O
|
3

・
幽
闘
醐
副
闘
闘
凶
-

東
北
宇
生
春
季
リ
ー
グ
戦

(
5月
回
目
、
背
い
森
ア
リ
ー
ナ
)

守
男
子
1

位
(
四
勝
一
敗
)

マ
女
子
1

位
(
三
勝
)

(
男
女
と
も
八
月
の
東
日
本
学
生
選
手

権
大
会
に
出
場
)

背
山
芋
院
大

官

北
海
道
・

東
北
地
区
大
学
選
手
権

(
5月
回
目
、
蔵
王
町
総
合
運
動
公
園
)

マ
決
勝

東
北
福
祉
大
0
1
3

富
土
大

(
決
勝
進
出
校
は
八
月
の
全
日
本
大
学

選
手
権
に
出
場
)

頂上付近の学生たち

|芹沢娃介を継承する人々展 l
とめ並彦五 三 いち芹 を要にしと出 を部は動にレのに氏ん記八長 さの念し五迫

害セ高 ÷4EE 孟正汽毒禁事主主事主雪主主要五接話主薬品ま高司富季粍季菌数差主契
警草壁聖 E 喜一主主主主之島主主言ゼ書有害事告主 よ 玄罪事名害事事竺毒 EEfE 喜受に型房八のはと イ臨月が錠開
け守斜里ど嘉義ド緊 JL 宅目的 十 日 Z 誌へ雪山富富吉署警告を側主主 2 訂 -2 空誌
は宇部に主 ;t 品計警目前号差号 店十孟? 炉支史認主要時量王せ弘軍司介守当時
。吉号室主襲 E 金品 2 禁号主主くり望岨ー齢層 見当主主主事 Z要請笠仁れ高富竺日 Z Z 需
主襲警 Zqc 品主主 τ差品目撃哩wMiJ 円お実。雲主宍室長言毒薬七番主主間会全孟
脈を会手六月 を子の 往のよをるか 技 司- 柚ふ室五学 展ニ。設を色 持 L 色た子こ歳 でら 」 芹館
々極が武月十 向たが 時 ill う楽この 法 講演する柚木氏 木れで月学 示人記立 、 の つは工。女のの 閲七展沢の

芹沢喜圭介美術工芸館

芹沢鮭介の作品 芹沢鮭介の作品に見る吉祥文様

〒 981一郎22 仙台市;?f~区国見 1 丁目 8 番 1 号

東北福祉大学 2 号館内 TEL 022 -71 7 お18

FAX 022-717-3324 

展示予定

芹沢娃介コレクション

世界の民族衣装

東北福祉大学

芹沢鮭介を

継草する人々

10: 00~ 16 : 30 (入館は 16ω まで)

展示替え期間、創立記念日 (9/25) ・ 入試期間
一般 3∞円、大学生 2∞円(高校生以下は無料)

開館以来 15 年
東北福祉大学コレクション
アイヌ・アフリカ・東南アシア 目 インド

開館時間
休館日

入館料
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九州に同窓会誕生

九
州
に
初
の
同
窓
会
が
八

月
、
宮
崎
県
に
誕
生
す
る
。

一
月
に
設
立
単
例
会代
袋

の
稲
葉
秀
二
郎
さ
ん
(
昭
臼

卒
)
か
ら
本
学
同
窓
会
事
務

局
に
「
設
立
を
考
え
て
い
る
の

で
、
車
寿
貧
相
叫
す
の
る
な
ら
送
っ

て
ほ
し
い
」
と
の
連
絡
が
あ
り
、

直
ち
に
資
料
を
送
付
し
た
。

一
月
末
に
設
立
準備委
日

十
人
が
集
ま
り
、
初
の
単
仰

委
貝
会
が
行
わ
れ
、
股
立
に

(第 8 号)

向
け
て
具
体
的
に
動
き
始
め
た
。

同
窓
会
則
築
の
作
成
に
あ
た
り
、
会

員
資
格
を
県
内
在
住
者
に
限
定
せ
ず
、

県
出
身
者
と
現
役
学
生にま
で
広
げ
る

築
に
ま
と
ま
り
、
総
会
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

設
立
総
会
は
来
る
八
月
七
日
(
土
)
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
宮

崎
(
宮
崎市
)
で
開
催
さ
れ
る
。
総
会
に

は
、
萩
野
浩
基
学
長
も
出
席
し
「
市
町
村

合
併
問
組
の
対
応
と
社
会
稲
祉
の
新
し

い
展
開
」
と
題
し
て
記
念
蹄
簡
を
す
る こ

と
が
決
定
し
て
い
る
。

学
長
の
出
席
が
確
約
で
き
た
設
立
準

備
会
は
当
日
の
運
営
等
に
万
全
を
期
す

た
め
に
会
合
を
稲
み
沼
ね
て
い
る
。
「
設

立
し
よ
う
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
か
ら
、

わ
ず
か
七
カ
月
と
い
う
融
制
期
間
は
記

録
的
な
ス
ピー
ド
股
立
に
な
る
。

政
立
綿
山
刷
会
で
は
、
名
簿
漏
れ
も
あ
っ

て
、
総
会
の
築
内
状
が
朋
か
な
い
県
内
外

在
住
の
同
窓
生
に
は
、
左
記
ま
で
ぜ
ひ
、

連
絡
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
付
て
い
る
。

マ
連
絡
先

宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
内

稲
葉
秀
二
郎
あ
て

電
話
0
9
8
5
(
2
2
)
31
4
5

F
同
窓
会
総
会
ご

案
内

今
年
度
中
に
同
窓
会
総
会
を聞く
予

定
の
新
潟
・

栃
木
の
岡
県
と
北
海
道
釧

TFU ALUMNI BULLETIN 

群
馬
県
同
窓
会

第
三
回
群
馬
県
同
窓
会
総
会
は
六
月

二
十
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

ウ
ェ
ル
シ
テ
ィl
前
橋
(
前
橋
市
)
で
開

催
さ
れ
、
萩
野
浩
基
学
長
と
阿
部
裕
二

教
授
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
。

初
め
に
萩
野
学
長
が
大
学
の
近
況
報

告
を
兼
ね
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。
続

い
て
事
務
局
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
役
員

改
選
を
含
め
た
議
集
が
拠
出
さ
れ
、
版

業
通
り
承
認
さ
れ
た
。
佐
山
鵬
首
邦
会
長

二
期
自
の
船
出
と
な
っ
た
。

記
念
総
演
で
は
「
年
金
政
策
が
私
た

ち
の
生
活
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て
」

群馬県同窓会総会

の
開
催
だ
っ
た
が
、
節
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
弘
前
地
区
に
住
む
同
窓
生
の

と
題
し
て
、
阿
部
教
授
が
熱
く
語
っ
た
。

話
題
の
年
金
問
題
と
あ
っ
て
出
席
者
は

興
味
深
げ
に
聞
き
入
っ
た
。

懇
親
会
で
は
互
い
に
旧
交
を
温
め
合

う
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
た
。

青
森
県
同
窓
会

股
立
五
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
今
年

度
の
総
会
は
、
七
月
三
日
(
土
)
午
後
二

時
三
十
分
か
ら
、
弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
。
萩
野
浩
越
学
長
も
来

賓
と
し
て
出
席
し
た
。

過
去
四
国
は
い
ず
れ
も
背
森
市
内
で 活

性
化
を
図
る
思
い
を
込
め
会
場
を
弘

前
に
移
し
て
の
閉
山
間
と
な
っ

F
も
総
会

で
拠
出
税
案
は
原
築
通
り
承
認
さ
れ

た
。続

い
て
「
卒
業
生
交
流
倒
1
n

弘
前
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
懇
親
会
で
は
、
山
崎

徹
さ
ん
(
昭
日
卒
)
が
「
魔
術
の
不
思
議
」

を
披
寓
見
事
な
淡
出
に
出
席
者
か
ら

盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
節
目
の
年

に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
と
な
っ
た
。

山
梨
県
同
窓
会

青森県同窓会総会

根
地
区
の
日
程
は
次
の
通
り

マ
新
潟
県

今
年
度
総会
は
、
十
月
三
日
(
日
)
に

長
岡
市
(
会
場
、
時
間
は
来
g
で
開
催

す
る
予
定
。
一
般
開
放
の
「
市
民
公
開
制

座
」
(
本
学
後
援
)
も
合
わ
せ
て
開
削
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

マ
栃
木
県

総
会
は
十
一
月
六
日
(
土
)
宇
都
寓
市

(
会
場
、時
間
は
未
定)
で開
悩
す
る
こ

-園田彰櫨重量書店~署u.面軍司・

O
B

と
学
生
の
集
い

七
月
十
日
(
土
)
午
後
一
時
か

ら
本
学
三
号
館3
2
1

教
宰一
を

主
会
場
に
「
福
祉
・
医
療
」
分
野

の
就
職
を
希
望
す
る
学
生
を
対

象
に
し
た
「O
B

と
学
生
の
鋭

い
」
が
聞
か
れ
た
。

同
制師
に
は
、
相
祉
・
医
療
の
硯

血
ね
る
に
つ
れ
徐
々
に
緊
張
白
糸
も
ほ

ぐ
れ
出
し
、
し
ま
い
は
和
や
か
な
ム

ー

ド
に
包
ま
れ
た
。

っ
た
チ
l

ム

と
が
決
定
し
て
い
る
。
事
務
局
で
は
設

立
四
年
目
を
迎
え
た
総
会
に
、
一
人
で

も
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
る
よ
う
に
呼

び
か
け
て
い
る
。

マ
北
海
道
釧
根
地
区

股
立
二
年
自
の
総
会
を
釧
路
市
で
今

秋
(
期
日
な
ど
未
定
)
開
悩
す
る
方
向
で

単
山
酬
を
進
め
て
い
る
。
今
年
は
市
の
後

援
も
得
て
、
内
容
充
実
を
一
回
図
つ
て

の
開
催
が
見
込
ま
れ
る
。

場
で
働
く
卒
業
生
十
七
人
が
招
か
れ

た
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
相
手
が
O
B
だ

け
に
本
音
で
相
談
が
で
き
る
と
あ
っ

て
、
年
々
参
加
す
る
学
生
が
増
え
て
い

る
。
出
席
し
た
諮
師
は
、
専
門
的
な
視
点

か
ら
福
祉
・

医
療
に
取
り
組
む
姿
勢
やFY

仕
事
の
中
身
、
ま
た
、
採
用
側
か
ら
見
た

就
職
の
現
実
、
問
題
点
な
ど
を
学
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
対
し
て
、
学
生
は
就

職
希
望
地
域
の
採
用
傾
向
を
部
ね
る
な

ど
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
た
。

講
座

「
人
間
と
職
業
」

本
学
の
部
座
「
人
間
と
職
業
」
は
他
の

大
学
に
は
見
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
部

座
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
平
成
六

年
度
に
単
位
化
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前

か
ら
も
開
か
れ
て
い
た
。

部
座
の
特
徴
は
、
学
生
に
広
い
視
野

か
ら
適
切
な
職
業
選
択
が
で
き
る
よ
う

に
早
い
時
期
か
ら
の
職
業
観
を
身
に
付

般
立
二
年
自
の
総
会
は
七
月
九
日
げ
て
も
ら
う
。
ま
た
、
各
職
域
の
現
状
や

{
金
}
午
後
七
時
か
ら
、
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
経
済
社
会
の
変
化
に
伴
う
労
働
市
場
へ
官
森
県
同
慾
会
「
国
見
会
」
が
主
催
す

ラ
シ
ッ
ク
甲
府
(
甲
府
市
)
で
闘
仰
さ
れ
の
影
響
、
あ
る
い
は
、
労
働
環
境
の
移
り
る
「
容
を
待
つ
親
縫
会
」
が
二
月
二
十
日

た
。
総
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
満
場
-
変
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
知
織
を
(
金
)
午
後
七
時
、
八
戸
市
の
割
烹
「
金

一
致
で
承
認
され
た
。
出
席
者
は
互
い
に
次
回
で
の
再

会
を
習
得
し
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
前
師
は
本
剛
」
で聞
か
れ
た
。

懇
親
会
に
は
若
い
会
員
の
姿
も
あ
誓
う
と
と
も
に
、
名
残
惜
し
そ
う
に
会
学
卒
業
生
を
原
則
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
昨
年
八
月
の
第
田
回
全
国
高
校
野
球

り
、
始
め
は
固
さ
も
見
ら
れ
た
が
、
杯
を
場
を
後
に
し
た
。
に
あ
る

。
選
手

権
大
会
に
出
場
し
た
背
森
県
代
表

l
l

八
月
の
ア
テ
ネ
五
輪
に
本
学
続
出
場
。
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
の
指
導
者
は
い
ず
れ
も
本
学
の
卒
業
生
和
五
十
九
年
度
卒
、
野
球
部
の
山
路
哲

叫
刊
卒
業
生
が
出
場
す
る
。
野
球
全

星
野
全
英
出
場

だ
。
ゴ
ル
フ
部
の
阿
部
蛸
彦
島
督
が
昭
生
監
督
が
同
六
十
三
年
度
卒
で
、
ニ
人

輸
日
本
代
衰
の
和
田
一
浩
さ
ん
平
成
十
一
年
度
卒
の
プ
ロ
ゴ
ル
は
と
も
に
野
球
部

O
B
o六
月
十
七
日
、

五

(
平6
卒
、
西
武
)
、
ト
ラ
イ
ア
ス
フ
ァl
・

星
野
英
一
止
さ
ん
が
メ
ジ
ャ

ー

ゴ
ル
フ
部
の
学
内
で
の
優
勝
報
告
会
を

涼
ロ
ン
の
西
内
洋
行
さ
ん
(
平9

大
会
の
一
つ
、
全
英
オ
ー
プ
ン
(
七
月
十

r

前
に
互
い
の
他
闘
を
祝
し
、
が
っ
ち
り

守
卒
、
テ
イ
ケ
イ
)
と
九
月
の
ア
テ
五
日
開
幕
、
ロ
イ
ヤ
ル

・
ト
ゥ
ル1
5

H

撃
を
交
わ
し
た
ム
』
一
真
。

人
千
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
陸
上

C
)に
初
出
場
し
た
。
昨
年
の
谷
原
秀
人

1

二
人
以
外
に
も
平
成
八
年
に
女
子
パ

q
o

競
技
に
出
場
す
る
中
帆
お
津
子
さ
ん
(
平
ロ
卒
)
に
次
い
で
本
学
か
ら
一
一

J

V
l
ポ
ー
ル
部
を
日
本
一
に
樽
い
た
の

生
さ
ん
(
平6
卒
、
本
学
職
員
汚
人
自
の
快
挙
。
が
同
六
士
年
度
卒
の
佐
藤
伊
知
子
監

弓

三
人
。
西
内、
中
山さ
ん
は
シ
ド

両
監
督
握
手

賞
こ
の
よ
う
に
本
宇
は
傑
出
し
た
指

ニ
l

い
で
一
導
者
の
宝
郎
で
も
あ
る
。

山梨県同窓会総会

保
育
士
課
程
同
窓
会

ガ
イ
ダ
ン
ス
開
価

値
例
の
保
育
士
限
程
同
窓
会
主
仰
の

「
社
会
初祉
W
内
臓
ガ
イ
ダン
ス
」
が
七

月
十
七
日
(
土
)
午
後
一
時
か
ら
本
学

で
、
保
育
士
制
程
の
宇
生
を
対
象
に
聞

か
れ
た
。

今
年
度
も
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
十

五
回
の
斡
座
が
組
ま
れ
て
い
る
。
後
期

は
十
月
十
三
日
(
ホ
)
か
ら
七
回
開
請
を

栴
般
学
園
寮
同
窓
会
(
旧

，
制
中
詳
時
代
に
寮
生
活
を
過

ご
し
た
生
徒
)
の
一
行
二
十

人
が
六
月
九
回
、
卒
諜
後
、
初

め
て
母
校
を
訪
れ
炉
、
当
時

と
は
見
迎
え
る
よ
う
に
変
貌

し
た
校
舎
に
、
た
だ
た
だ
感

附
加
する
ば
か
り
だ
っ
た
。

時
間
の
許
す
限
り
、
音
楽

堂
「
け
や
き
ホ
ー
ル
」
や
坐
禅

堂
、
法
堂
な
ど
を
見
学
し
て

回
っ
た
。
同
行
し
た
駒
海
大

学
の
阿
部
和
雄
教
授
は
「
兄

弟
校
に
も
な
い
立
派
な
ホ
ー

ル
だ
」
と
た
た
え
た
。
案
内
役

青
森県
同
窓
会
主
催

参
加
す
る
学
生
の
数
も
年
々
増
加

し
、
指
導
す
る
佐
藤
英
恵
教
授
、
田
中
佳

ニ
会
長
も
忍
ん
で
い
る
。
開
似
す
るま

で
に
制
師
の
依
頼
、
本
学関
係
者
と
の

打
ち
合
わ
せ
、
当
日
の
巡
首
の
あ
り
方

な
ど
綿
密
な
協
議
がEね
ら
れ
た
。
そ

れ
だ
け
に
学
生
の
満
足
げ
な
表
情
を
見

て
、
ひ
と
安
心
だ
っ
た
。

予
定
し
て
お
り
、
特
徴
を
生
か
す
た
め

多
種
多
様
の
主
題
と
抑
制
師
陣
で
鱗
座
が

組
ま
れ
て
い
る
。

は
広
報
課
の
佐
藤
千
代
典
さ
ん
が
担
当

し
、
懇
切
丁
寧
な
説
明
に
参
加
者
も
喜

ん
だ
。

参
加
者
は
北
海
道
、
秋
田

、

岩
手
、山

形
、
福
島
、
東
京
か
ら
も
駆
け
付
け
た
。

〈
春
を
待
つ
親
睦
会
〉
開

の
光
返
学
的
チ
l

ム
を
ベ
ス
ト
自
に

導
い
た
の
を
は
じ
め
、
同
年
秋
の
静
岡

国
体
で
は
見
事
、
初
優
勝
を
飾
る
な
ど

輝
か
し
い
戦
績
を
残
し
た
金
沢
成
事
監

制
口
(
昭
臼
卒
)
の
今
後
の
活
問

削
を
応
按
し

よ
う
と
い
う
企
画
で
、
八
戸
地
区
同
窓

生
の
盛
り
上
が
り
に
背
森
県
同
窓
会
が

和やかな聾合写真

事
務
局
短
信

霊貌

マ
二
部
届
い
て
い
ま
せ
ん
か

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
年
2

回
会
報

を
発
行
し
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
が
、
ご
夫
婦
に
な
ら
れ

た
本
学
卒
業
生
な
ど
で
万
が
て
会
報

が
二
部
届
い
て
い
る
場
合
に
は
、
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
無
駄
を
省
き
、
経
費
節

減
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
連
絡
先
は
同
窓
会
事
務
局
H

屯
話

0
2
2
(
2
3
3
)
3
1
1
1

、

F
A
X

0
2
2
(
7
1
7
)
3
3
3
6で
す。

マ
ミ

ニ
ニ
ュー
ス
募
集

同
窓
生
の
身
近
で
起
き
て
い
る
ミ
ニ

ニ
ュ
ー
ス
(
地
域
や
職
域
、
O
B

会
な
ど

の
抽
出
い
、
地
域
社
会
の
た
め
に
買
献
し

て
い
る
人
、
表
彰
を
受
貯
た
人
な
ど
)
を

同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
次
号
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

守
迷
惑
電
話
に
ご
用
心

依
然
と
し
て
、
本
学
向
窓
会
と
は
無

関
係
の
第
三
者
か
ら
、
屯
諾
に
よ
る
不

動
産
売
買
や
個
人
情
報
収
集
の
た
め
の

問
い
合
わ
せ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
は
、
本
学
同
窓
会
と
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
用
心

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
家
族
の
方
に
も
、
ご
用心
い
た
だ

く
よ
う
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

呼
応
し
た
。

八
戸
地
区
に
は
野
辺
地
西
日
校
野
球

部
の
沖
座
晃
蹴
暫
(
昭
臼
卒
)
や
八
戸
大

学
野
球
部
(
六
月
の
第
臼
回
全
日
本
大

学
野
球
選
手
権
で
ベ
ス
ト
4
進
出)
の

藤
木
査
読
瞥
(
昭
臼
卒
)
や
秋
山
良
太
郎

コ
l

チ
(
平
日
卒
)
、
光
星
学
院
の
仲
井

宗
基
コー
チ
(
平5
卒
)
ら
も
活
協
し
て

い
る
の
で
、
こ
れ
ら
指
導
者
の
労
を
ね

ぎ
ら
う
会
と
も
な
っ
た
。

藤
田
明
彦
事
務
局
長
の
開
会
宣
言
に

続
い
て
、
山
内
正
毅
会
長
、
金
四
時
監
替
が

あ
い
さ
っ
し
た
。

石
田
康
正
副
都
務
局
長
の
乾
杯
の
音

顕
で
懇
親
会
に
入
っ
た
。
思
校
の
近
況

や
情
報
を
交
わ
す
中
で
、
話
題
は
や
は

り
大
学・
日
校
野
球
が
中
心
に
な
り
盛

り
上
が
っ
た
。

最
後
に
市
ノ
瀬
康
勝
副
会
長
が
閉
会

の
言
葉
を
述
べ
、
散
会
し
た
。


